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図版
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器  種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

%122

-123
須恵器杯身 竪  緻 良  好 灰 青 色

立ち上がりも受け部もかなり萎小化
している。
立ち上がりは中央部で丸く外反して
いる。

C一 H第 4層

%122

-124

須恵器不(?)

0.2～ lllull程

度の砂粒を
多量に含む( 良  好 暗 灰 色

底部には少し外方にお、んばった高台
がつく。

D-7第 3層

"123
-125

須恵器杯蓋

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 青 灰 色

天丼部 と体部門に被はなく,日 縁端部近 く
で内方に層l曲 する。El縁 端部内面には段を
有する。
天丼部はヘラケズリされており,そ の他は
ヨコナデ調整されている。
ロクロは左回転。

99  1  ~

-126
須恵器不身

細砂粒を少
量含む。

良   好 青 灰 色

立ち_Lが りは内傾しており,ま だし
っかりしている。

D-8第 1層

"|~
-127

須恵器不蓋 14.0

0.5～ lllllll程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 淡青灰色

天丼部と体部間に稜の痕跡を残す。
体部は直線ぎみに外方へ延びる。
天丼部はヘラケズリされており,そ
の他はヨヨナデ調整されている。

D-10第 3層

趾
-128

須恵器不蓋

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 青 灰 色

天丼部に宝珠形のつまみがつく。
天丼部はヘラケズリされており,ロ
クロは右回転。

墜
-129

16.0

微砂粒を含
む。

良  好 濁白灰色

０
て

る
れ

す

さ
曲
施

屈
が

く
線

短
凹

に
は

方

に
下
面

は

内
部
部

端
端

縁
縁

ｏ

日

口

る

99 1  ~

-130

須恵器杯身

微砂粒を少
量含な。

良 淡青灰色

立ち上が りは内傾 し,し つか りして
いる。

E-6第 3層

99  1  ~

-131
須恵器坪身 13.0 竪  緻 良  好 青 灰 色

全体に薄手に作られている。
立ち上がりは内傾している。
ヨヨナデ調整されている。

"123
-132

12.0

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
少量含む。 良   好 暗青灰色

立ち上がりはやや外反しながら延び
る。
底部はヘラケズリされており。その
他はヨヨナデ調整されている。
ロクロは右回転。

"|~
-133

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
少量含む。 不  良 濁 白 色

立ち上がりも受け部もかなり萎小化
している。
調整は摩滅しており不明。
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E-8第 1層
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版
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器 種

法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

99 1  ~

-134
須恵器裂 20.0

微砂粒を含
む。

良   好 灰  色

頸部は外反しながら延び口縁端部は
外方に面を残し,お さめる。
頸部外面には叩き痕が残る。

E-9第 1層

99  1  ~

-135
須恵器杯(?)

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 暗青灰色

底部と体部の境に小さい高台が付 く

F-8第 3層

墜
-136

須恵器不身 竪  緻 良  好 青 灰 色

立ち上がりは内傾している。
ヨコナデ調整されている。

H-4第 3層

"123
-137

須恵器杯蓋 竪  緻 良  好 灰 青 色

天丼部と体部間に稜を持たず ,日縁
端部は丸 く仕上げる。
天丼部はヘラケズリされており,そ
の他はヨコナデ調整されている。
ロクロは左回転。

"123
-138

須恵器不身

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗青灰色

しつかりした天丼部と受け部を持つく
底部はヘラケズリされており,そ の
他はヨコナデ調整されている。
ロクロは右回転。

I-5第 1層

99  1  ~

-139
須恵器杯

細砂粒を含
む。

良  好 濁青灰色

底部の端に短 く太い高台が付く。
底部はヘラケズリされている。

L-3第 3層

"1毘
3

-140
須恵器不蓋

微砂粒を含
む。

良 暗 灰 色

口
れ

，
ら

れ
作

ら

に
つ
よ

く

つ
丸
持

は

を
部
稜

体
し

ら
少

か
は

。

部
部
る

井
端
い

天
縁
て

"123
-141

0.2～ lllull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 黒 灰 色

体部は天丼部から直線的に外方へ延
び端部は丸くおさめる。
天丼部はヘラケズリされ,そ の他は
ヨヨナデ調整されている。
ロクロは右回転。

"123
-142

140

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良 黒茶灰色

体部は天丼部から丸く作られており
口縁端部は内彎させている。
端部内面には段の痕跡を残す。
天丼部はヘラケズリされている。
ロクロは右回転。

"123
-143

土師器甕 160

0.2～ 311ull程

度の砂粒を
多量に含むく 良 褐 茶 色

直線的な口縁をしており,端部は稜
を持つている。
調整は摩滅しており不明。
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L-3第 4層
図
昇

挿
番

図版
番 警

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

"123
-144

須恵器杯蓋 12.9 竪  緻 良  好 暗 灰 色

口縁は直線的に延び端部は少し内彎
する。
端部の内面には段の痕跡を残す。

"1蛇
3

-145
須恵器不身 14.0

細砂粒を少
量含む。

良  好 青 灰 色

化

　

性

小

　

能

萎

　

ｏ可

り
　
る
の

な
　
い
体

か
　
て
個

も
　
れ

一

部
　
ら
同

け

　

く

と

受

　

つ
身

も
　
に
不

り

ｏ手
上

が
る
薄
出

上
い
に
ｎ

ち
て
体
Ｋ

ｏ

立
し
全
Ｓ
有

M-3第 3層

"123
-146

須恵器杯蓋 14.0 竪  緻 良  好 暗青灰色

天丼部から体部へは丸くつくられて
おり,日縁端部も丸くおさめられて
いる。
天丼部はヘラケズリされており,そ
の他はヨコナデ調整されている。

"|~
-147

須恵器不身 12.6

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好

内面 灰 色

外面 暗灰色

立ち上がりは直線的に内傾し。しっ
かりしている。
底部はヘラケズリされており,そ の
他はヨヨナデ調整されている。
ロクロは右回転。

99  1  ~

-148
須恵器杯 竪  緻 良  好 白 灰 色

端縁口ち

　

る

持

ｏ
い

を

る

て

部
終
れ

体
ち
さ

る
持
整

す
を
調

反
稜
デ

外
し
ナ

し
少
コ

少
は
ヨ

F-7′ F-8土器集中

ЮO 1 24

-149
須恵器不蓋 14.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 暗 灰 色

天丼部と体部間に稜はなく丸くおさめら
れ,日縁はやや外方に延びている。
天丼部はヘラケズリされており,そ の他は
ヨコナデ調整されている。
ロクロは右回転

ЮO 1 24

-150

細砂粒を含
む。

良  好 灰  色

体部は外方へ延びており,日縁部で

鼻書燿存醤暴鶏慕ふЪ、ってぃる。

ЮO 1 24

-151
竪  緻 良  好 白 灰 色

体部は直線的に外方へ延び,日縁部
でやや内方に屈曲する。
日縁端部内面には段の痕跡を残す。

ЮO 1 24

-152
14.0

微砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色

至端

　

ｏ

縁
　
る

口
　
ｏ
い

ら
る
て

が
す
れ

な
有
さ

し
を
整

彎
段
調

内
は
デ

は

に

ナ

部
面
コ

体
内
ヨ

ЮO 1 24

-153
須恵器不身 13.6

少を

。

粒
む

砂
含

細
量

良   好 青 灰 色

立ち上がりは内傾し,し っかりした
ものを持つ。
底部はヘラケズリされている。
ロクロは右回転。

ЮO 1 24

-154

微砂粒を含
む。

良  好 灰 青 色

立ち上がりは内傾し,全体に薄手に
作られている。
底部はヘラケズリされている。
ロクロは右回転.

ЮO 1 24

-155

0.2～ 311ull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好 灰 青 色

立ち上がりも受け部もかなり萎小化
している。
底部はヘラケズリされている。
ロクロは右回転。
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版
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図
器

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

ЮO I~

-156
須恵器壺 15.0

微砂粒を多
量に含む。

良  好 灰 褐 色

頸部は外方に直線的に延び,日縁端
部で外反する。
内面には凹線が施されている。
ヨヨナデ調整されている。

E-7′ 8攪乱土層出土遺物

ЮO 1 24

-157
須恵器杯蓋

0.2～ 311ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗青灰色

天丼部と体部間に稜の痕跡を残す。
口縁端部内面にも段の痕跡を残す。

ЮO I以

-158

細砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色
臭舅澤蘇馨史ワ場贅9警鷲宅警す:そ
の他はヨコナデ調整されている。

ЮO I~

-159
須恵器杯身

細砂粒を少
量含む。

良  好 暗青灰色

立ち上がりも受け部もかなり萎小化
している。
底部はヘラケズリされており,そ の
他はヨコナデ調整されている。

ЮO I以

-160
竪  緻 良   好 白 灰 色

立ち上がりは内傾しており,受け部
はしつかりしている。
外面底部には自然釉の付着がみられ
る。

ЮO 1 24

-161
竪  緻 良  好 青 灰 色

立ち上が りも受け部 もしつか りして
いる。
ヨヨナデ調整されている。

ЮO 1 24

-162
15.5

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 濁 灰 色

覇借ttふサt寺ダ2「
持つが受け

底部はヘラケズリされており,そ の
他はヨコナデ調整されている。

ЮO 1 25

-163
土師器裂 26.9

0.2～ 411ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 黄 茶 色

体部は丸く作られ,外反しながら口縁に至
る。

捺獣寓舎古爽リワ要す:籍語震禁募Ъれ,

外面はヨコナデされている。

東播系こね鉢

B-9第 3層

n125

-164
こ ね 鉢 27.0

0.2～ lllull程

度を含む。 良  好 灰  色
(口縁部外面

灰黒色)

口縁端部は細まりながら内方へ屈曲
する。
体部内外面にはヨヨナデによる凹凸
がみられる。

G-5第 3層

n125

-165

こ ね 鉢

底部

底径

10.0

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良  好 青 灰 色

壻露‖|ま薔霧証λ危舞勇災過晏夕る。

L-3第 4層

n125

-166
こ ね 鉢 21.0

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 不  良 淡赤褐色

口縁端部は細まりながら,内方へ屈
曲する。
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C-8第 3層
図
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版

晏

図
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器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

n125

-167
こ ね 鉢

微砂粒を含
む。

良   好
青 灰 色

(口縁部外面
黒黄灰色)

ワ骨歯剪1始警寧蒼∫
く作られてお

D-9第 3層

皿
125

-168
こ ね 鉢

微砂粒を含
む。

良  好 青 灰 色
面信醤:叢サ「上勇だ3ま懐雷写l

B-9第 1層

皿
125

-169
こ ね 鉢

細砂粒を含
む。

良  好
色

色
面
黒

灰
醐
灰

青
縁口

口縁端部は上方につまみ出す。

n125

-170
こ ね 鉢

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
含む。 良  好

青 灰 色
(口縁部外面

黒灰色)

口縁端部はやや外方に拡張 しなが
ら,上方につまみ上げ終る。

C-9第 3層

n125

-171
こ ね 鉢

細砂粒を含
む。

良  好 灰  色

口縁端部は上方につまみ出す。

B-9第 1層

皿
125

-172
こ ね 鉢

細砂粒を含
む。

良  好
灰  色

(口縁部外面
黒灰色)

口縁端部は外方に三角形状に拡張さ
れ,上方につまみ出されている。

C-10第 3層

n125

-173
こ ね 鉢

微砂粒を多
量に含む。

良 黒 灰 色
属IttI:剪 |せ省曹ほ孟響髪裕紙警評さ

n126

-175

こ ね 鉢

細砂粒を含
む。

良  好
青 灰 色

(口縁部外面
黒灰色)

呈場憎雪管ワ昌詈角で憐箸r張し,

A-9第 3層

n125

-174
こ ね 鉢

微砂粒を含
む。

良  好
淡青灰色

(口縁部外面
黒黄灰色)

口縁端部外面は三角形状に拡張され
てぃる。

雪殻昌言見守夜暑『
曲しながら,つ
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C-10第 2層
図
■

挿
番

版

号
図
番

器 種

法 量 (cm)
胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴

遺物番号 口 径 一局 高台径

n126

-176

こ ね 鉢

細砂粒を含
む。

良   好

青 灰 色
(口縁部外面

黒黄灰色)

口縁端部外面は三角形状に拡張し,

上方につまみ出している。

D-9第 2層

n126

-177
こ ね 鉢

細砂粒を含
む。

良  好
灰  色

(口縁部外面
暗灰色)

口縁端部は「く」の字状に内方に屈
曲する。

L-3第 4層

血
126

-178
こ ね 鉢

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良  好

色

色
面
灰

灰
糾暗

青

縁日

□縁端部は少し屈曲するだけで丸く
おさめる。

F-8第 1′ 2層

Юl l″ 6

-179

こ ね 鉢

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良 自 灰 色

口縁端部をやや内方に屈曲させ ,細
く上方につまみ出している。

C-7第 2′ 3層

Юl1 26

--180

こ ね 鉢

細砂粒を含
む。

良  好
濁 灰 色

(口縁部外面
暗黄灰色)

さ
い

張
て砿

設
知
曲抑蜘¨̈

縁

・
。

口
せ
る

B-10第 2層

皿
126

-181
こ ね 鉢

微砂粒を含
む。

良  好
青 灰 色

(口縁部外面
暗灰色)

口縁端部外面は三角形状に拡張 さ
せ、端部は内方に屈曲させる。
ヨコナデ調整されている。

C-10第 2層

皿
|″

6

-182
こ ね 鉢

細砂粒を含
む。

良  好
灰  色

(口縁部外面
黒灰色)

さ
屈榔嶼珈̈

¨
¨
』

“豚

，さ

口
せ
曲

B― H第 2′ 3層

皿
126

-183
こ ね 鉢

細砂粒を含
む。

良   好

青 灰 色
(口縁部外面

暗緑色)

口縁端部は上下に拡張させ,上端は
丸く内彎させている。
端部内面にはヨヨナデによる凹みが
みられる。

B-8第 3層

Ю2126

-184
土師器小皿

底径

6.0 良 濁灰白色

直
さ

は
お

割

く
体
丸

り
部

お
端

て
　

，

れ
び

さ
延

リ
ヘ

切
方

ｏ

糸
外
る

は
に
れ

部
的
ら

底
線
め
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B-9第 3層

挿図
番号

版
号

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎  土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю2126

-185
土師器小皿

底径

5.9

0.2～ lllllll程

度の砂粒を
多量に含む 良 褐 茶 色

底部は糸切りされており,体部は直
線的に外方へ延び,端部は丸くおさ
められる。

C-7第 3層

Ю2127

-186
土師器小皿

底径

6.2

少を

。

粒
む

砂
含

細
量

良 淡 茶 色

体部はやや内彎しながら,外方へ延
びる。
調整は摩滅のため不明.

C-7第 1層

Ю21-

-187
土師器杯

底径

4.0 精  良 良 淡 茶 色

底部はヘラ切りされており,体部は
やや内彎ぎみに口縁に至る。
体部外面はヨヨナデによる凹凸がみ
られる。

C-8第 3層

Ю2127

-188
土師器不

底径

7.0 精  良 良 灰 白 色

体部はやや内彎ぎみに口縁に至る。
全体に薄手に作られている。

C-10第 3層

Ю2ぱ 7

-‐ 189

土師器小皿

底径

5.6

微砂粒を多
量に含む。

良  好 暗褐白色

底部はヘラ切りされており,体部は
外反しながら口縁に至る。
全体にヨコナデ調整されている。

Ю2127

-190

底径

7.2

微砂粒を少
量含む。

良   好 灰 白 色

底部はヘラ切りされており,体部は
直線的に外方へ延びる。
ヨコナデ調整されている。

Ю21-

-191
土師器よ宛 精  良 良 灰 白 色

少し外方にお、んばった高台が付く。
体部はやや内彎しながら外方へ延び
る。

Ю21-

-192

黒色土器よ宛

(A類 )

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良

内面 黒 色

外面 褐茶色

少し外方にふんばった高めの高台が
付く。
内面は炭素を吸着させ黒色化してい
る。

Ю2127

-193
瓦 器 婉

微砂粒を少
量含む。

良 黒   色

内彎した体部で日縁端部は丸くおさ
める。
体部外面には指頭痕が顕著にみられ
る。

Ю2127

-194
土師器小皿

底径

5.4

微砂粒を含
む。

良 灰 白 色

底部はヘラ切 りされており,体部は
やや内彎しながら口縁端部に至る。

Ю2127

-195

底径

6.0

微砂粒を含
む。

良   好 灰  色

底部は糸切りされており,体部は外
反しながら口縁に至り,端部は丸く
おさめられる。
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挿図
番号

図版

番号
器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю2127

-196
土師器小皿

底径

7.0

微砂粒を含
む。

良 淡 褐 色
暑慇嵩倉ス努尺違各F吾患嬬綸警児
くおさめらオ■ている。

Ю2127

-197

底径

6.2

少を

。

粒
む

砂
含

微
量

良 淡黄褐色

体部は直線的に外方へ延びる。
日縁端糖6は丸くおさめらオしている。

Ю21-

-198
土師器坪 12.2

底径

8.0

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良 黄 褐 色

直
す

は
反

部
外

体
し，少

ち
は

持
部

を
端

部
び

底
延

た

ヘ

し
方

出
外

突
に

し
的

ｏ

少
線
る

D-10第 2′ 3層

Ю2127

-199
瓦器小皿

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
少量含む。 良 淡茶黄色

底部と体部の境に稜を持たず,体部
はやや外反しながら□縁端部に至るく
調整は摩滅のため不明。

I-4第 3層

Ю21-

-200
土師器杯 10.6

底径

7.6

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良 淡 褐 色

り

る
上
て

ち
れ

。

立
ら
明

に
め
不

み
さ
は

ぎ
お
整

彎
く
調

内
丸
く

や
は
じ

や
部
著

は
端
が

部
縁
滅

体
口
摩

朋
|~

-201
瓦 器 碗 精  良 良  好 灰 黒 色 酬耐疎哺」る。

帥̈‐こ‐ま指」”

立ち．Ｌ終る。，ター面一棚

轟れい絆帥

呻憮〔̈
詢

いい一機鰤

体部はの端
J-4第 1層

Ю21蛇 7

-202

瓦質土器

小皿

底径

5.4 精  良 良 灰 黒 色

底部は糸切りされており,体部は内

塞畠た浜業を哉薯會れてぃる。

L-3第 3層

Ю2127

-203
土師器不 10.8

底径

9,0 精  良 良 淡褐黄色

底部は糸切りされており,体部は内
彎ぎみに立ち上がる。
ヨコナデ調整されている。

B― H第 3層

Ю2ぱ7

-204
土   錘

全長 幅
　
２
．

微砂粒を含
む。

良 淡黄褐色

紡錘形をしている。
断面はほぼ円形で径 l cm程の孔をあ
ける。

Ю2127

-205

全長

4.9

幅
　
１
．

精  良 良 淡黄褐色

紡錘形をしている。
手づくね痕が顕著にみられる。
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土師質土器′その他

M-3第 3層
図
号

挿
番

図版
番 号

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю3128

-206

土師質土器

土鍋
27.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 黄 茶 色

竿でF房撃溜橋醤ダIFり ,日縁は
口縁内面には横方向のハケロが施さ
れている。

B-9第 3層

Ю3128

-207

土師質土器

土鍋
26.0

0.2～ 311ull程

度の砂粒を
多量に含むc 良  好

茶  色
(外面は煤が吸

着し,黒色)

撃漕篤詣手1夕
れ,端 は「く」の

口縁端部は上方につまみ上げぎみに
終る。
外面体部には指頭痕がみられる。

L-3第 3層

Ю3128

-208

土師質土器

土鍋
23.0

程
を
む

皿
粒
含

２”５の
よ

０
．度
多 良  好 吸

色
帰
０

は
黒

茶
緬
し
，

＜
着

体部は丸 く作られ,日縁は「く」の

言繰 i屎』
`罷

腔姦ni旨 ナデがみられ
る。
その他はヨヨナデ調整されている。

L‐ 3第 4層

Ю3128

-209

土師質土器

土鍋
28 0

0.2～ 511ull程

度の砂粒を
多量に含む。良  好 吸色

帰
０

茶
は
黒

黄緬
し，

＜
着

撃譜脳詣手管Pれ
,日縁は「く」の

回縁と体部間に強い指ナデがみられ
る。
その他はヨコナデ調整されている。

C-10第 3層

Ю3128

-210

土師質土器

土鍋
32.0

0.2～ 3111111程

度の砂粒を
含む。 良  好 吸

色
帰
０

茶
は
黒

黄
緬
し，

＜
着

黒昴|ま」ι土劣電ら留淑lβЪれて
いる。

稽裏農暴ス吉月習Fさ
れ,外面には

Ю3128

-211
36.0

程
を
む

皿
粒
含

２”‐
の
立

０
．度
多 良  好

黄 茶 色
(外面は煤が吸

着し,黒色)

口縁部はやや外方に屈曲する。
端部は外面に面を持つ。

Ю3128

-212
38.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
多量に含む

`

良  好
淡 茶 色

(外面は煤が吸
着 し.黒色 )

舗蔀去究マ据T出ヒ先署侵:Fち '

C-7第 1層

Ю3128

-213

土師質土器

土鍋
36.0

0.2～ 211ull程

の砂粒を含
む。 良   好 茶  色

口縁は「く」の字に屈曲し,端部は
上方につまみ上げたように丸くおさ
める。

C-10第 3層

Ю41-

-214

土師質土器

土釜
24.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗黄褐茶色

体部は内彎しており,日縁端部外面
に指ナデによる段が付 く。
端部は丸くおさめられている。
ヨコナデ調整されている。

Ю41-

-215
34.0

02～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良   好 茶 黄 色

体部は内彎しており,口縁端部外面
に指ナデによる段が付 く。
端部は丸くつくられている。
内面ハケロ,外面指頭痕がみられる。
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C-7第 3層
図
晏

挿
釆

版
晏

図
釆

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色 調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю41-

-216

土師質土器

土釜
30.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 好 白 黄 色

体部は内彎しながら端部に至る。
端部外面には指ナデされ,そ の境に
段を持つ。
釣りさげる穴は,日縁に直接穴をあ
けつくられている。

C-7第 2層

Ю41-

-217

土師質土器

土釜
30.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 好 茶 黄 色

体部は丸くつくられ,日縁端部外面下にヨ
コナデによる凹みがあり,段を有する。
端部は細くなり,丸 くつくられている。
体部外面は指頭痕が顕著で内面はヨコナ
デさオ■ている。

D-8第 3層

Ю41-

-218

土師質土器

土釜
26.8

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良 好 淡茶黄色

体部は丸 くつくられ,外面端部には
ヨコナデによる凹みがみられる。
端部は丸 くつくられている。
体部外面には指頭痕がみられる。

A-9第 3層

Ю41-

-219

瓦質土器

土釜
25.0

細砂粒を含
t∫。

良 灰 黒 色

外面口縁端部下に水平で小さい鍔が
付く。
端音6は上部に面を残しおさめる。
全面炭素を吸着させている。

L-3第 4層

Ю41-

-220

土師質土器

土釜
19.2

0.2～ lllull程

度の砂粒を
含む。 好良 付

色
爛
０

茶
は
黒

黄
緬
し，

＜
着

外面口縁端部下に水平で三角形状の
鍔が付く。
端部はやや内方に彎曲し,丸 くおさ
めている。

D-7第 2層

Ю4129

-221

土師質土器

土釜
24.0

0.2～ 411ull程

度の砂粒を
含む。 好良 淡黄茶色

外面口縁端部下に付く鍔がかなり退
化している。
体部中央には脚が付いている。
体部外面は指頭痕が顕著で内面はヨ
コナデされている。

D-7第 3層

Ю5129

-222

土師質土器

土釜
21.6

0.2～ 5111111程

度の砂粒を
含む。 好良

内面 淡 茶 色

外面 淡茶黄色

外面口縁端部下に付く鍔がかなり退
化している。
体部は丸く作くられ,外面は指頭痕
が顕著で内面は平滑に仕上げられて
いる。

C-7第 3層

Ю5129

-223

土師質土器

土釜
28.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 好良

煤
黒一̈付着し，＞

＜
が
色

体部から,日 縁にかけて丸 く作られ ,端 部
下の鍔はかな り退化している。

襟獣里窯有腸暴薄そ偏 ズ鴨ぼ籍頭痕が
顕著にみられ内面は平滑に仕上げられて
いる。

B-9第 3層

Ю5129

-224

土師質土器

土釜脚

程
を
む

皿
粒
合

２”３
の
並

０
．度
多 良 好 黒 茶 色

塁吾層了夢誉犯,R,Pれ
ている。
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B-10第 3層

挿図
番号

版
号

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю5129

-225

土師質土器

土釜脚

0.2～ 3111111程

度の砂粒を
多量に含むく良  好 褐 茶 色

塁爵冒層7アξ露尋?紙管「
る。

F-8第 3層

Ю5129

-226

土師質土器

土釜脚

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
多量に含む

`

良 暗灰黄色
塁I冒層了夢ξl月?ほ聖11る

。

A-9第 3層

Ю5129

-227

土師質土器

土釜脚

0.2～ 3111111程

度の砂粒を
多量に含む

`

良 黄 茶 色

断面円形につくられており,上半で
屈曲する。
全面指ナデされている。

J-4第 1層

Ю5129

-228

土師質土器

土釜脚

全長

11.3

0.2～ 2111111程

度の砂粒を
含む。 良  好 淡黄茶色

断面円形につくられており,やや内
彎しながら先端に至り,端部は丸 く
つくられている。
全面指ナデされている。

A-9第 3層

Ю51-

-229

土師質土器

摺鉢

0.5～ 5111111程

度の砂粒を
多量に合む

`

良  好 淡 茶 色

内

　

ｏ

や

　

る

や

　

れ

は

。ら

部
る
み

端
い
が

，て
溝

び
れ
条

延
ら
い

に
げ
太

的
上
は

線
み
に

直
ま
面

は
つ
内

部

へ
部

体
方
体

C-10第 3層

Ю51-

-230

土師質土器

摺鉢

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 褐 茶 色

禁馨け出舟羅腐畠むFぢまな里秒彎
れている。
体部内面には,単位をあけた条溝が
みられる。

D-10第 3層

Ю51-

-231

土師質土器

摺鉢

程
を
む

皿
粒
含

２”３
ω
難

０
．度
多 良  好 淡灰茶色

諄雪見:鼻舎有|:露寧身たアを自去
がみられる。
体部内面には,太めの条溝がみられ
る。

C-7第 1層

Ю5129

-232

土師質土器

摺鉢

程
を
む

皿
粒
含

２”３
の
難

０
．度
多 良  好 淡褐茶色

内
　
間

を
　
が

部

溝

端

条

縁
　
の

ｏ

日

ｏ位
る

，る
単
い

び
い
一
て

延
て
本
れ

に

し

６

さ

的
出
は
施

線
み
に
て

直
ま
面
け

は
つ
内
あ

部

に
部
を

体
方
体
隔

備前焼

表  採

Ю6129

-233
備前焼摺鉢

の
量

後
少

一則
を

。

皿
粒
む

１
砂
含 良   好 暗青灰色

口縁端部外面を下方に拡張させ,端
部外面をやや凹面にする。
体部内面には単位が広 く,日 の粗い
条溝が施されている。
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G-5第 3層
図
号

挿

番
図版
番丹

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю6129

-234
備前焼摺鉢 28.0

0.2～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良   好

外面口縁部付近
暗灰茶色

そ の 他
暗青灰色

口縁端部外面を下方に丸 く拡張 さ
せ,端部上方はシャープな稜を持つ
体部内面には単位が広く,日 の粗い
条溝が施されている。

内水用

採表

Ю6129

-235
備前焼摺鉢 25.6

の
む

下
含

以
を

皿
粒

１
砂

良  好 灰 褐 色

口縁端部は外面下方を厚くし,内外
面に凹線状の明瞭な溝がつけられて
いる。
条溝は10本単位で最上部において10
cm間隔で施されている。

Ю6129

-236
備前焼摺鉢 30.0

0.5～ lllull程

度の砂粒を
含む。 良  好 褐 茶 色

面
る

ｏ

外

い
る

内
て
い

，れ
て

れ
ら
れ

ら
け
さ

作

つ
施

く
が
に

厚
溝
密

は
の
は

縁
状
溝

回
線
条

もに凹

C-8第 3層

Ю6129

-237
備前焼揺鉢 29.6

細砂粒を少
量含む。

良  好 褐 茶 色

口縁端部下半を三角形状に下方に拡
張させ ,内外面には,凹線状の明瞭
な溝をつ くる。
体部内面には,条溝が密に施されて
いる。

E-6第 3層

Ю6129

-238

備前焼摺鉢

底部

底径

13.0

l llllll以 下の
砂粒を少量
含む。 良  好 暗茶褐色

体部はやや内彎しながら外方へ延び
る。
内面には金具の櫛でかかれたと思わ
れる条溝が密につけられている。

B― H第 3層

Ю6129

‐239

備前焼壺 12.5

多

ｏ

を

む
粒
含

砂
に

細
量

良   好 暗茶灰色

頸部より外方に延びる口縁に一枚粘
土紐をかぶせて肥厚させている。
全面ヨコナデ調整されている。

A-9第 3層

Ю6129

-240
備前焼壺

0.2～ lllull程

度の砂粒を
少量含む。 良  好

｀
暗 灰 色

響馨見言晶慢昔奪写薇ば:口縁
は外

全面ヨコナデ調整されている。

Ю6129

-241
13.0

細砂粒を含
む。

良  好 黒 灰 色

頸部は垂直に上方に立ち上がり,日
縁は外方に折りまげ,丸 くおさめて
いる。
全面ヨヨナデ調整されている。

I-5第 3層

Ю6129

-242
備前焼裂 35.0

0.5～ 211ull程

度の砂粒を
含む。 良  好 暗灰茶色

外
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A-10第 3層
図

号

挿

番
版
号

図
番

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю6129

-243
備前焼裂

細砂粒を含
む。

良  好 暗 灰 色

外

ｏ

は

る

縁

い

ｏ

口
て
る

，め

い

り

さ

て

が

お
れ

上

く

さ

ち
丸
整

立

，調

に
げ
デ

直
ま
ナ

垂
リ
コ

は
折
ヨ

部
に
面

頸
方
全

陶磁器
D-8第 1層

Ю71H

-244

唐津系皿

底部
竪  緻 良  好

釉  緑 灰 色

胎土 淡黄褐色

戻畠寛簑ゑ馴み鮨息移百繍ら積跡が
みられる。
釉は高台までかかっていない。

B-8第 1層

Ю71響

-245
陶胎染付碗 竪  緻 良  好

釉  淡緑灰色

胎土 灰  色

体部上半は直線的に上方へ延びる。

尿婦輝響|:発とお島R負羨絵を描く
カン入が著しい。

C-7第 3層

Ю71H

-246
陶胎染付碗 竪  緻 良  好

釉  淡緑灰色

胎土 灰  色
氣切宮翻鐵精|ダ

に
カン入が著しい。

H-4第 3層

Ю71H

-247
陶胎染付碗 竪  緻 良  好

釉  淡青灰色

胎土 灰  色

高台は高く,体部は内彎しながら延びる。
釉は畳付以外全面にかけられている。
発色の悪い呉須絵を描く。
カン入が著しい。

I-4第 3層

WIH

-248

染 付 碗

底部
竪  緻 良  好

釉  淡青灰色

胎土 白 灰 色
暴im蝙 調軌、
る。
呉須の発色は悪い。

H-4鶴〕舌躍

Ю71B0

-249

青磁染付碗

底部
竪  緻 良  好

師
　
緬
土

釉

胎

淡青灰色

淡緑 色
白 灰 色

底部に高台が付き,体部は直線的に外方
へ延びる。
内面見込み部にはコンニャク:印判による

益督讐存晟鼻基面にかけられて嘱

D-7第 1層

Ю71B0

-250
青磁染付碗 竪  緻 良  好

内面 淡青灰色
釉

外面 淡 緑 色
胎土 灰  色

体部は直線的に外方へ延び,端部は

吾藤爺高出た緞高男違資がかかれて
いる。

H-5第 1層

Ю71-

-251

青磁染付碗

底部
竪  緻 良  好

内面 淡青灰色
釉

外面 淡緑 色
胎土 白 灰 色

底部には細い高台が付 く。
釉は高台端部以外全面にかけられて
いる。
内面見込み部には,コ ンニャク印判
による五弁花文を持つ。
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C-7第 3層
図
■

挿
番

図 版

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю71爵 0

-252
染 付 皿 竪  緻 良  好

釉  淡緑灰色

胎土 白 灰 色

高台は低 く.体 部はやや内彎 しながら立 ち
上がる。
内外面に呉須絵が描かれており,外 面は唐
草文がかかれている。
畳付のみ無釉である。
高台径は大きい。

I-5第 1層

Ю71B0

-253
染 付 皿 竪  緻 良  好

釉  淡青灰色

胎土 白 灰 色

高台は低 く,体 部はやや内tllし ながら立 ち
_11が る。
内外面に呉須絵がある。
外面は唐草文である。
11付 のみ無釉である。
高台径は大 きい。

D-8第 1層

Ю71埓 2

-254

唐 津 系

刷毛目鉢
竪  緻 良  好

釉  緑 灰 色

胎土 褐 茶 色

口縁部は体部から屈曲して ,外方へ

延びたのち,上方に小さく引き出す。
体部内面には,波状の刷毛目痕が認
められる。

D-9第 3層

Ю71Ю 2

-255

唐 津 系

青緑釉皿
竪  緻 良  好

内面 青 緑 色
瓶
外面 淡白黄色

胎土 淡白黄色

体部はやや内彎しながら口縁端部に

調岳見込み部には蛇ノロ釉allぎ が施
されている。
釉は高台までかかつていない。

L-3第 3層

Ю71B2

-256

唐 津 系

青緑釉皿
竪  緻 良  好

釉  淡緑青色

胎土 淡茶灰色

高台は台形状を呈し,体部は内彎ぎ
みに立ち上がる。
内面見込み部には,蛇 ノロ釉剥ぎが
施されている。
釉は高台までかかっていない。

E-7攪乱層

Ю71B2

-257

肥 前 系

白 磁 皿
竪  緻 良   好

釉  青 白 色

胎土 灰  色

高台は三角形状のものがついている。
内面には中心方向への溝状の凹みが
ある。

D-8第 1層

Ю71B2

-258

肥 前 系

染 付 皿
竪  緻 良  好

釉  青 白 色

胎土 灰 白 色

体部はやや内彎ぎみに立ち上がる。
体部内面には呉須絵が描かれている
呉須絵の発色は鈍い。

I-4第 3層

Ю71B2

-259
染 付 碗 竪  緻 不  良

釉  濁 白 色

胎土 灰  色

高台は細 く高い上げ底状になってい
る。
体部は内彎しながら立ち上がる。
畳付以外は釉がかかっている。
全体に発色が悪い。

M-3第 4層

Ю71■ 2

-260

肥 前 系

陶 器 碗
竪  緻 良  好

釉  黄 青 色

胎土 黄 灰 色

的線直は半

　

ｏ

上

　

い

ｏ
　

し

し
　
著

彎

ｏが

内
る
入

は
び
ン
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へ
に

部
方
体

体
上
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図
号
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版
丹

図
番

器 種
法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю71B2

-261

肥前系陶器

底部
竪  緻 良  好

釉  黄 緑 色

胎土 白 黄 色

た
　
る

ま
　
あ

。
。で

。

る
る
ぎ

い

い
あ
剣
な

て
て
釉

い

れ

つ
目
て

さ
削
ノ

つ

出
に
蛇
か

り
め
は
か

削
斜
部
は

く
は
み
に

短
面
込
台

は
外
見
高

台
台
面
は

高
高
内
釉

H-5第 1層

Ю71埓 2

-262
白磁紅皿 竪  緻 良  好

釉  黄 白 色

胎土 灰 白 色
景昴操暑脅殻篇]肯濃景と倉|::
けられる。
釉は外面口縁端までである。

C-8第 3層

Ю81B3

-263

青 磁 碗

(龍泉窯系)

竪  緻 良  好 くすんだ緑色
内楓譜管要線冒毒言「

持つ。

C-9第 3層

Ю81B3

-264

青 磁 碗

(龍泉窯系)

竪  緻 良  好 暗 緑 色
呂優殻祥易彫電1言豊轄長を簿著F

D-8第 3層

Ю81B3

-265

青 磁 碗

(龍泉窯系)

竪  緻 良  好 くすんだ緑色

口縁部外面に雷文帯を持つ。

K-3第 3層

Ю81B3

-266

青 磁 碗

(龍泉窯系)

竪  緻 良  好 淡 緑 色

口縁部内外面に片切彫による文様が
ある。

B-9第 3層

Ю8183

-267

青 磁 碗

(龍泉窯系)

竪  緻 良  好 くすんだ緑色
笞顧編覇|:零華舞農亨::

D-6第 3層

Ю81Ю 3

-268

青 磁 碗

(龍泉窯系)

竪  緻 良  好 淡 緑 色

体部外面に鏑蓮弁を持つ。
カン入が顕著である。

C-10第 3層

Ю81■ 3

-269

青 磁 碗

(龍泉窯系)

竪  緻 良  好 暗 緑 色
笞馨備票li零翠奔農サ::
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D-9第 3層

挿図
番号

図版
番号

器 種

法 量 (cm)

胎 土 焼 成 色  調 形態及び手法上の特徴
遺物番号 口 径 器 高 高台径

Ю81■ 4

-270
白 磁 碗 竪  緻 良  好 灰黄白色

釉矮記畿冨副:Fめ
の玉縁を持つ。

体部はやや内彎ぎみに延びる。

A-9第 3層

Ю81郎 4

-271
白 磁 碗 竪  lgl 良  好 灰黄白色

口縁部外面に大きめの玉縁を持つ。

D-10第 3層

Ю81Ю 4

-272

白 磁 碗

底部
竪  緻 良  好 灰黄白色

高台は厚 く,削 り出しはわずかであ
る。
釉は高台にかかっていない。

C-9第 3層

Ю81Ю 4

-273

白 磁 碗

底部
竪  緻 良  好 灰黄白色

高台は厚く,削 り出しはわずかであ
る。

B― H第 3層

Ю81B4

-274

白 磁 碗

底部
竪  緻 良  好 灰 白 色

高台は厚いが高く削り出し,端部は
やや細 く作られている。

C-10第 3層

Ю81B5

-275

青 磁 碗

(同安窯系)

16.0 竪  緻 良  好 緑 白 色

体部上位で若干内側に屈曲し,そ の

肉薯|:|ま鯖隻様:持っ。

Ю81B5

-276

白 磁 皿

底部

底径

3.6 竪  緻 良  好 緑 白 色 言馨:言;`嘗[li]る :111
る。

Ю81Ю 6

-277

青 磁 碗

(越州窯系)

底径

5.4 竪  緻 良  好 くすんだ緑色

胎土は硬質である。

露

'省

警省お底昴

`:3:

D-10第 3層

Ю81B6

-278

須恵器婉

底部

底径

7.0 竪  緻 良  好 青 灰 色

蛇ノロ高台の底部を呈する。
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石製品
挿  図
番  号

図  版

「
・
・  号

器 種 石 材
法 量 (cm)

重量 (g) 観 察
グ リッ ド名
出土土層名 遺物番号 長 さ 幅 厚 さ

石  鏃 サヌカイ ト 30.02 21.95 3.55 (1.35)
凹基無茎式
側辺は直線状で,平面形は二等辺三角形を呈する。
くりこみはV字状で深い。-ヽ8第 1層 -279

〃 18.45 16.70 3.25 (1.00)
凹基無茎式
側辺は外彎弧をなし,平面形は逆ハート形を呈する。
くりこみはU字状でやや深い。-8第 3曜 -280

15.401 13.25 3.25 (0.44)
凹基無茎式
側辺は直線状で平面形は三角形を呈する。
くりこみはU字状で浅い。-10第 3庭 -281

120.09〕 16.70 4.95 (1.08)
凹基無茎式
側辺は直線状で平面形は二等辺三角形を呈する。
くりこみはU字状で浅い。-10第 3層 -282

〃 21 00 2.95 0.77
平基無茎式
側辺は直線状で平面形は二等辺三角形を呈す
る。-10第 3庭 -283

〃 25.45 14.40 3.35 1.29

凹基無茎式
側辺は外彎弧をなし平面形は二等辺三角形状を
呈する。
くりこみはU字状で浅い。

-10第 3雁 -284

不  明

(石鏃 ?)
33.60 17.85 3.00 1.98

成作途中の石鏃の可能性。

両側辺部に裏側一方からの調整がある。-10第 3曜 -285

石   鏃 29.25 28.40 3.65 (1.95)

凹基無茎式
側辺は外彎弧をなし,平 面形は二等辺三角形状を
呈する。
くりこみはU字状で浅い。D-8第 3層 -286

14.151 11.65 3.85 (0.41)
凹基無茎式
倶1辺 は直線状で平面形は二等辺三角形を呈する。
くりこみはU字状でやや深い。D-10第 3層 -287

22.25〕 10.901 2.20 (0.46)

凹基無茎式
側辺は外彎弧をなし,平 面形は二等辺三角形状を
呈する。
くりこみはU字 状で浅い。D-10鮮53庭 -288

19.30 18.00) 3.70 (0.91)

凹基無茎式
側辺は内彎弧をなし,平面形は三角形状を呈する。
くりこみはV字状で深い。-7第 1雁 -289

23.35 11.45 2.70 0.75
平基無茎式
側辺は外彎弧をなし,平面形は二等辺三角形
状を呈する。D-7. E-7

S H03
-290

13.95 14.30 2.75 (0.45)

凹基無茎式
側辺は直線状をなしている。先端は欠損 している。
側辺は調整によリノコギリ状になっている。
くりこみはV字状で深い。Kl -291

砥  石 安 山 岩 77.50 72.851 (27725)
下半分は欠損 している。
研ぎ面は全ての面にあったと思われ ,面の中
央部は凹んでいる。I-5鮮;1庭 -292
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図   版



(1)石田遺跡調査区遠景 (北西より)

(2)石田遺跡調査区遠景 (南東より)



図版 2

12)調査区発掘風景



図版 3

(1)調査区発掘調査前風景

12)調査区表土剣ぎ



(1)S K15土層断面

橡)S K15遺物出土状況



(1)S B09・ 10・ H検出状況

(2)H-7遺構検出状況



(1)S B08検出状況

(2)S K06・ S D23・ S A02検出状況



(1)S K06検出状況

崚)S D23検出状況



図版 8

(1)S B01002・ 03004005006検 出状況

(2)F-8, G-7.8, H-7'8, t-7' 8ilffiffiHfi;n,



(1)F-8,G-8遺構検出状況

12)G-9遺構検出状況



図版 10

(1)S B14015・ 16, S A03検 出状況

(2)S B15・ S A03,S B16・ S D31検 出状況



図版 11

(1)S B16柱穴検出状況

像)S Kll検出状況



図版 12

(1)N-3.0-3遺構検出状況

橡)S B20・ S D36検出状況



図版 13

ヽ
:

11)Q-3, R-3遺構検出状況

121S D63検出状況



図版
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(1)」 -6, K-6遺構検出状況

(2)S D29遺物出土状況



図版 15

(1)S B12・ 13検出状況

12)0-2, P-2遺構検出状況



図版 16

(1)S D17検出状況

12)S K05検出状況



図版 17

調査区周辺出土遺物 (山本町菅生神社宮司 真屋哲氏所蔵 )



図版 18

S K15, S D35, S B16, S B02, S D130360420 53・ 61, SKH出土遺物



図版 19

▲   35

S D29出土遺物①



S D29出土遺物②



図版 21

58



図版 22

(1)S K09出土遺物

12)S T02出土遺物



8

‐ 9‐ m

図版 23

H-9包含層出土遺物



|-9包含層出土遺物①



図版 25

‐８
181

:-9包含層出土遺物②



F-12第 4層出土遺物



図版 27

包含層出土遺物 (土師質土器)①



図版 28

225

2

笏
内面

0

包含層出土遺物 (陶磁器)②



図版 29

▼   237

内面

' 237

包含層出土遺物 (陶磁器)③



図版 30

内面

143

包含層出土遺物④

外面



図版 31

内面

外面

包含層出土遺物⑤
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(1)包含層出土遺物 (石製品)⑥

9)母神山全景



(1)長砂古遺跡 I区北部発掘作業風景

橡)B-14,C-14遺構検出状況 (南 より)



図版 34

(1)S D01002・ 03検出状況

(21S D05, S K02検 出状況 (南 より)



図版 35

(1)D-12・ 13, E-12・ 13遺構検出状況 (南東より)

(aS B03検出状況 (南東より)



図版 36

(1)D-12, E-12013, F-13014遺構検出状況 (南東より)

12)S H01検出状況 (北より)



図版 37
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(1)S D13出土遺物

12)I区 包含層出土石斧
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内面

外面

(1)I区 出土弥生土器 (底部)

12)I区出土土師器1不底部 (糸切 り)
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I区包含層出土遺物①

140
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区包含層出土遺物②



図版 43

I区包含層出土遺物③

146
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内面 147  外面

(1)I区包含層出土遺物④

12)I区作業風景 (S H01付近 )



9)H区全景 (北東より)



(1)S D15016検 出状況 (南 より)

(2)S D16断面 (1し より)
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(1)S D15断面 (北 より)

12)|… 8, J-8遺構検出状況 (南より)



(1)S K08遺物出土状況

健X31S D16出 土遺物①
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S D16出土遺物②
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S D16出土遺物③
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(1)S D17出 土遺物 12)S D28出土遺物

13)S K08出土遺物①



S K08出土遺物②
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S K08出土遺物③



S K08出土遺物④
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H区包含層出土遺物②

(二重網目紋 )
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内面

外面

H区包含層出土遺物③



(1)S H020長 砂古 4号墳遠景

12)長砂古 4号墳遠景
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11長砂古 4号墳羨道・版築土層断面

12)墓道より玄室を望む
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(1)配水施設検出状況

12)掘 り方検出状況
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(1)基底石検出状況

(2)石室左玄門部構築状況
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(1)玄室内床面遺物出土状況

121rn錘車出土状況 13)提瓶・臼玉出土状況



(1)玄室奥壁際鉄刀・耳環出土状況

(2)耳環出土状況



(1)玄室床面臼玉出土状況 12)玄室床面雲珠出土状況

13)墳丘内土器群出土状況
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ヘラ記号拡大

石室内出土遺物 (須恵器)①
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石室内出土遺物 (須恵器)②
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石室内出土遺物 (鉄製品)④
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石室内出土遺物 (鉄製品)⑥
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石室内出土遺物 (装飾品)②
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石室内出土遺物 (装飾品)③
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(1)石室内出土遺物⑨

12)長砂古 4号墳出土遺物



(1)右側土器群

12)左側土器群
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(1)左側土器群出土状況

ぼ)～ 15)左側土器群出土遺物
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左側土器群出土遺物
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13)発掘調査に従事 した人々
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286

(1)～(4)S D31出土遺物

15)S D34出土遺物 (周溝)


